
雨
宮
　
寿
親

建
築
局
建
築
防
災
課
担
当
係
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（
耐
震
事
業
担
当
）
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ン
の
耐
震
診
断
及
び
改
修
補
助
を

開
始
す
る
な
ど
、
耐
震
化
促
進
の

た
め
の
基
盤
を
整
備
し
て
き
た
。

平
成
18
年
１
月
に
は
耐
震
改
修
促

進
法
が
改
正
さ
れ
、
各
地
方
公
共

団
体
が
耐
震
化
に
向
け
た
目
標
を

定
め
る
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
平
成
18
年
度
に
「
横
浜

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定

し
、
平
成
27
年
度
迄
に
４
，
０
０
０

戸
の
住
宅
に
補
助
を
行
い
、
耐
震
化

率
を
90
％
と
す
る
目
標
を
定
め
た
。

平
成
23
年
３
月
に
は
東
日
本
大
震

災
が
発
生
。
本
市
で
も
大
き
な
揺

れ
が
発
生
し
、
市
民
の
防
災
意
識

の
高
ま
り
を
踏
ま
え
た
緊
急
措
置

と
し
て
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
平

成
25
年
12
月
末
迄
の
間
、
木
造
住

宅
の
改
修
補
助
額
を
１
．５
倍
（
１

５
０
万
円
か
ら
２
２
５
万
円
）
に
拡

充
し
た
と
こ
ろ
、
診
断
実
施
数
が

前
年
度
の
３
倍
を
超
え
、
改
修
補

助
申
請
も
大
幅
に
増
加
し
た
。
こ

の
影
響
で
１
案
件
の
審
査
に
１
年
を

要
す
る
状
況
も
生
じ
た
が
、
制
度

の
簡
素
化
や
構
造
審
査
の
委
託
化

な
ど
、
改
善
に
尽
力
し
た
。
こ
の
10

年
間
の
取
組
の
結
果
、
27
年
度
末

時
点
で
３
，
９
２
８
戸
の
住
宅
に
補

助
を
行
い
、
耐
震
化
率
は
89
％
ま
で

向
上
。
当
初
の
目
標
を
概
ね
達
成

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
は
東
日

本
大
震
災
の
発
生
な
ど
外
部
環
境

の
変
化
も
あ
っ
た
が
、
無
料
の
耐
震

診
断
等
の
支
援
制
度
を
通
じ
て
耐

震
化
促
進
に
努
め
て
き
た
結
果
、

建
替
や
除
却
も
進
ん
だ
こ
と
が
功

を
奏
し
た
も
の
で
あ
る
（
表
１
）。

３

��

横
浜
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
（
第
２
期
）
の
策
定

　

平
成
27
年
度
末
に
は
、
横
浜
市

耐
震
改
修
促
進
計
画
（
第
２
期
）

を
策
定
し
た
。
本
計
画
で
は
、
住

宅
の
耐
震
化
率
を
平
成
32
年
度
末

迄
に
95
％
と
す
る
目
標
を
定
め
た
ほ

か
、「
災
害
時
に
通
行
を
確
保
す
べ

き
道
路
」
と
し
て
市
が
指
定
し
た

道
路
の
沿
道
に
あ
る
一
定
の
高
さ
以

上
の
住
宅
・
建
築
物
に
は
、
平
成
28

年
12
月
末
迄
の
耐
震
診
断
の
実
施

と
報
告
を
法
で
義
務
付
け
る
こ
と

を
明
記
し
た
。
本
市
で
は
、
国
道

１
号
な
ど
計
20
路
線
、
延
長
約
３

４
０
㎞
を
指
定
。
地
震
時
に
お
け
る

緊
急
車
両
の
通
行
や
円
滑
な
避
難

路
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
診
断

を
義
務
付
け
、
耐
震
化
を
緊
急
的

に
進
め
て
い
く
契
機
と
し
た
。
目
標

に
掲
げ
た
平
成
32
年
度
末
迄
の
耐

震
化
率
95
％
を
達
成
す
る
に
は
、

建
替
等
を
含
め
、
５
年
間
で
約
10

万
戸
の
耐
震
化
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
今
後
一
層
の
耐
震
化
に

向
け
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く

が
、
目
標
達
成
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
（
図
１
）。

４

��

よ
り
一
層
の
耐
震
化
に
向

け
た
取
組

❶
熊
本
地
震
の
被
害
状
況
と
本
市

の
課
題
認
識

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、
局

地
的
に
多
く
の
木
造
住
宅
が
倒
壊

被
害
を
受
け
た
。
９
月
に
国
の
研

究
機
関
が
発
表
し
た
調
査
結
果
報

告
書
に
よ
る
と
、
益
城
町
周
辺
で

崩
壊
・
倒
壊
し
た
木
造
住
宅
２
９
７

棟
の
う
ち
、
２
１
４
棟
（
約
72
％
）

が
旧
耐
震
基
準
の
も
の
で
あ
っ
た
。

報
告
書
で
は
、
昭
和
56
年
６
月
に

必
要
壁
量
が
強
化
さ
れ
た
新
耐
震

基
準
は
大
地
震
に
対
し
て
有
効
で

あ
る
一
方
、
旧
耐
震
基
準
の
建
物
は

一
層
の
耐
震
化
が
必
要
で
あ
る
と
纏

特
集 

《4》 

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
〜
市
民
の
防
災
力
向
上
に
向
け
て

③ 

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
と
今
後
の
展
開

震
災
に
対
す
る
横
浜
の
備
え

1

��

は
じ
め
に

　

建
築
防
災
課
で
は
、
耐
震
性
が

低
い
旧
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
５

月
以
前
の
耐
震
基
準
）
で
建
て
ら
れ

た
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る

事
業
に
取
り
組
み
、
市
民
に
対
し

て
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
支
援
制
度
の
整
備
過
程
や
実
績
、

横
浜
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策

定
等
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
現

状
の
課
題
や
今
後
の
施
策
等
に
つ
い

て
概
説
す
る
。

２

��

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
実
績

　

本
市
で
は
、
平
成
７
年
に
発
災

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
木
造

住
宅
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死
や
延
焼
の

拡
大
等
の
被
害
を
踏
ま
え
、
当
時

の
高
秀
市
長
の
指
示
の
も
と
、
旧
耐

震
基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
う
制
度
を
全
国
に
先

駆
け
て
創
設
し
た
。
こ
れ
以
降
、
国

の
補
助
制
度
に
先
行
す
る
形
で
、

木
造
住
宅
の
改
修
補
助
、
マ
ン
シ
ョ

め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
旧
耐
震

基
準
の
住
宅
の
耐
震
化
は
急
務
で

あ
り
、
次
項
か
ら
は
今
後
取
り
組

む
方
策
等
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

❷
現
行
制
度
の
啓
発
強
化

　

旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
は
築

35
年
を
超
え
、
建
物
所
有
者
の
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
費
用
負
担
の

懸
念
等
か
ら
改
修
補
助
件
数
が
減

用途 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 小計 合計

木造住宅 950 1,475 1,015 960 777 2,700 2,100 1,000 740 191 11,908

マンション 700 764 518 661 607 426 5,146 3,212 359 2,818 15,211

木造住宅 153 176 213 192 166 169 284 347 441 323 2,464

マンション 0 508 0 221 74 0 0 58 410 196 1,467

改
修

診
断

3,931

27,119

表１　木造住宅・マンションの耐震診断及び
　　  耐震改修の補助実績（平成18年～27年度）

執
筆
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介
と
と
も
に
、
個
別
相
談
を
実
施

し
た
。
こ
の
よ
う
な
啓
発
を
通
じ
、

全
体
改
修
が
困
難
な
場
合
に
は
段

階
改
修
に
繋
げ
て
い
く
な
ど
、
建
物

倒
壊
の
危
険
性
を
軽
減
す
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
く（
図
２
）。

❸
現
行
制
度
の
拡
充

⑴
改
修
補
助
額
の
30
万
円
増
額

（
29
年
度
限
り
）

　

熊
本
地
震
を
踏
ま
え
、
国
は
10

月
に
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

要
綱
を
改
正
し
、
29
年
度
ま
で
に

限
り
、
改
修
補
助
額
を
増
額
す
る

こ
と
を
規
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

本
市
で
も
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の

更
な
る
加
速
を
図
る
た
め
、
改
修

補
助
額
の
増
額
を
行
う
。
国
の
拡

充
策
を
活
用
す
る
に
は
、
ア
「
耐

震
化
を
緊
急
的
に
促
進
す
る
区
域
」

の
指
定
、
イ
戸
別
訪
問
等
に
よ
る

耐
震
化
の
啓
発
等
が
要
件
と
な
る
。

本
市
に
は
旧
耐
震
の
住
宅
が
広
く

点
在
し
て
い
る
た
め
、
ア
は
市
全
域

を
指
定
し
、平
成
29
年
１
月
以
降
、

広
報
紙
や
戸
別
訪
問
等
を
通
じ
た

市
民
へ
の
周
知
を
開
始
し
た
。
補
助

増
額
は
、
平
成
29
年
４
月
以
降
の

申
請
分
か
ら
平
成
30
年
３
月
末
迄

に
着
工
し
た
も
の
を
対
象
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
施
策
実
現
に
至
る
迄
に

は
非
常
に
課
題
が
多
く
、
制
度
設

計
に
苦
心
し
た
。
本
市
に
は
耐
震

性
が
低
い
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住

宅
が
約
10
万
戸
あ
る
と
推
計
し
て

お
り
、
戸
別
訪
問
の
具
体
的
な
実

施
方
法
や
、
民
間
企
業
と
の
協
力

体
制
の
構
築
、
庁
内
調
整
等
の
検

討
な
ど
困
難
を
極
め
た
。
特
に
、

万
単
位
で
の
戸
別
訪
問
は
過
去
に

実
績
が
無
く
、
事
業
者
の
選
定
、

委
託
業
務
の
仕
様
検
討
、
マ
ニュア
ル

の
作
成
、
講
習
会
の
準
備
対
応
な

ど
、
数
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い

た
。
し
か
し
、
短
期
間
の
中
で
創

意
工
夫
し
な
が
ら
課
題
を
整
理
し
、

実
現
に
至
る
こ
と
が
出
来
た
。

⑵
申
請
者
の
意
向
に
応
じ
た
改
修

方
針
の
選
択

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
は
、

過
去
に
補
助
を
行
っ
た
案
件
の
統
計

で
は
、
平
均
で
約
３
５
０
万
円
を
要

し
て
い
る
。
現
在
、
限
度
額
75
万
円

（
非
課
税
世
帯
は
１
１
５
万
円
）
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
以
前
に
行
っ

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
て

も
、
よ
り
安
価
で
取
り
組
み
や
す
い

改
修
工
事
の
実
現
に
つ
い
て
要
望
す

る
声
は
多
い
。
本
市
で
は
、
詳
細
な

現
地
調
査
に
基
づ
き
、（
一
財
）
日

本
建
築
防
災
協
会
が
推
奨
す
る

「
精
密
診
断
」
と
い
う
方
法
で
改
修

計
画
を
立
て
た
も
の
を
補
助
対
象

と
し
て
い
る
が
、
国
は
こ
れ
以
外
の

簡
易
的
な
改
修
設
計
方
法
も
認
め

て
い
る
。
精
密
診
断
に
基
づ
き
最
適

な
補
強
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
望
ま

し
い
が
、
一
方
で
工
事
費
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら
、
最
低
限
、
命
を
守

る
こ
と
を
目
指
す
改
修
計
画
も
補

助
対
象
に
加
え
る
な
ど
、
選
択
肢

少
傾
向
に
あ
る
。
そ
の一
方
、
就
寝

中
に
建
物
倒
壊
か
ら
命
を
守
る
「
防

災
ベッ
ド
」
や
、
部
屋
単
位
で
建
物

を
補
強
す
る
「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」

の
有
効
性
に
つ
い
て
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
無
料

診
断
や
改
修
補
助
に
つ
い
て
積
極
的

に
啓
発
し
て
き
た
が
、
工
事
に
踏
み

切
れ
な
い
市
民
の
命
を
守
る
対
策
の

普
及
も
重
要
で
あ
り
、
防
災
ベッ
ド

等
の
よ
う
な
減
災
製
品
に
つ
い
て
も

更
に
広
く
周
知
を
行
う
。
マ
ン
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
熊
本
地
震
直
後
の

報
道
で
「
ピ
ロ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る

部
分
の
柱
が
崩
れ
、
建
物
が
崩
壊

し
て
い
る
様
子
が
報
じ
ら
れ
た
。
ピ

ロ
テ
ィ
は
地
震
の
揺
れ
に
対
し
て
特

に
弱
い
部
位
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

危
険
箇
所
は
緊
急
的
な
補
強
が
必

要
で
あ
る
。
こ
れ
を
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居

住
者
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
改

善
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
全
体
的
な
改
修
に

は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、
工

事
に
踏
み
切
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。

そ
こ
で
、
平
成
23
年
に
「
マ
ン
シ
ョ
ン

段
階
改
修
制
度
」
を
創
設
し
、
危

険
箇
所
を
先
行
し
て
補
強
す
る
場

合
に
も
補
助
を
行
っ
て
き
た
。
28
年

度
は
、
管
理
組
合
宛
に
段
階
改
修

制
度
の
活
用
を
促
す
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
送
付
し
、
相
談
対
応
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
診
断
を
義
務
付

け
た
建
物
に
対
し
て
は
耐
震
化
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
改
修
等
を
進
め

る
際
の
検
討
手
法
や
手
順
等
の
紹

図１　住宅の耐震化の状況と耐震化率の目標
　　　（概数）図２　ピロティ部分の耐震改修イメージ

を
広
く
設
け
る
こ
と
で
耐
震
化
の
加

速
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
29
年
度
か
ら
は
申
請
者
の

意
向
に
応
じ
、
国
が
定
め
る
３
種
類

の
改
修
設
計
方
法（
精
密
診
断
型
、

一
般
診
断
型
、
壁
量
充
足
型
）
を
選

べ
る
よ
う
に
制
度
を
改
善
す
る
。
特

に
「
壁
量
充
足
型
（
建
築
基
準
法

施
行
令
第
46
条
を
満
足
）」
を
補

助
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
全
国
的
に

見
て
も
先
進
的
な
取
組
で
あ
る
。
こ

の
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
数
多

く
の
地
方
公
共
団
体
や
耐
震
分
野

の
学
識
経
験
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を
慎

重
に
検
証
し
た
上
で
、
実
施
を
決

定
し
た
。

　

建
物
の
耐
震
化
は
、
費
用
や
工

事
に
伴
う
生
活
面
へ
の
影
響
が
あ

り
、
す
ぐ
に
実
行
を
決
断
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
建
築
防
災
課
の
窓

口
に
は
、
悩
み
を
抱
え
た
建
物
所

有
者
等
か
ら
の
相
談
が
連
日
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
予
算
の
確
保
に
努
め

な
が
ら
耐
震
化
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む

よ
う
に
、
日
々
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
耐
震
業
務
は
居
住
者
の
命

に
も
係
わ
る
重
大
な
責
務
を
有
し

て
お
り
、
円
滑
に
業
務
を
進
め
て
い

く
こ
と
の
難
易
度
は
非
常
に
高
い
。

そ
の
反
面
、
建
物
所
有
者
等
と
人

間
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
耐
震

化
の
完
了
を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
き
、
そ
こ
で
感
じ
る
や
り
が
い

は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
建
築
防

災
課
で
は
、
市
内
住
宅
の
一
層
の
耐

震
化
に
向
け
、
今
後
も
現
行
制
度

の
啓
発
強
化
と
改
善
に
努
め
、
市

民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
、

先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

ピロティ部分のイメージ 

改修イメージ②（柱補強） 

改修イメージ①（壁補強） 

既存柱 

エポキシ樹脂で接着 

炭素繊維シート 

Ｈ27

現状 推計 目標

89% 91% 95%

　　総数 161万戸

新耐震数 129万戸

旧耐震数 32万戸

耐震性あり 14万戸 13万戸 20万戸

耐震性なし 18万戸 15万戸 8万戸

28万戸

耐震性なしの
減少数

住宅

Ｈ32

耐震化率

165万戸

137万戸

趨勢：3万戸減 
（89％ → 91％） 

7万戸減 
（91％ → 95％） 

10万戸減 
18万戸 8万戸 

14万戸 20万戸 

129万
戸 

137万
戸 
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